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1. はじめに  

全方向コンプトンカメラを用いて隠匿された放射性物質の探知を行う手法の開発を行っている

[1]。全方向コンプトンカメラは全方向からのガンマ線入射に対し感度を有するため、画像再構成を

行う場合には、コンプトンコーンは検出器を中心とする球面上に投影される。このため、投影球

面をピクセル化する必要がある。そこで本研究では、一般化螺旋集合を修正し、ボロノイ分割に

よりピクセル化された球面に対するコンプトンコーンの投影と再構成像について検討した。 

2. 修正一般化螺旋集合を用いた投影球面のピクセル化  

全方向コンプトンイメージングにおいて、投影球面をピクセル化する際には、球面全体にわた

り等面積・等形状なピクセルで分割することが望ましい。球面全体に点群を”ほぼ均一”に配置で

きる一般化螺旋集合では、N個の点を生成する場合、k番目の点の座標が以下の漸化式により決定

され、Fig.1(a)のように北極から南極へ向かって螺旋状に配置される[2]。 
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しかし、一般化螺旋集合を用いたピクセル化では

Fig.1(a)にも示されているように、極において点の密

度が密となる問題がある。そこで、生成された点群の

うち全ての隣り合う 2 つの点の組について、その中

点の集合を新たな点群とする、などの修正を行う

ことで密度の均一化を図った(Fig.1(b))。このよう

にして得られた点の集合を用いてピクセル化された球面を全方向コンプトンイメージングに適用

し、得られたガンマ線入射方向分布を Fig.2に示す。上記修正を施すことで、N=500の場合、ピク

セル面積の標準偏差が 2.5%から 1.6%に改善されていることを確認した。 
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Fig.1 Overhead view of points generated by (a) 

general spiral set and (b) modified one on a 

sphere. 

(a) (b) 

Fig.2 4 Compton image on the sphere pixelized by 

modified general spiral set. 
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